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写真左上。楽しく軽やかな神戸美容専門学院生による民族衣裳のファッションショー、左下・華麗にくりひろげられる韓国舞踊「扇の舞」
右・本年度の代表クイーンに選ばれた中村知子さん

蕊
郡
驚

神
戸
ま
つ
り
の
開
幕
を
告
げ
る
中
央

祭
典
は
五
月
十
五
日
（
金
）
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
二
時
間
、
大
倉
山
の
神
戸

市
立
中
央
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

神
戸
市
消
防
音
楽
団
の
フ
ァ
ン
フ
ァ

ー
レ
の
あ
と
、
常
盤
女
子
高
校
バ
ト
ン

隊
の
ト
ワ
ラ
ー
、
神
戸
市
烏
帽
子
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
吹
奏
、
そ
し
て
特
別
出

演
真
帆
志
ぷ
き
の
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
、
一

転
し
て
漫
才
、
民
踊
と
続
き
、
今
年
の

プ
リ
ン
セ
ス
神
戸
の
紹
介
。
林
寛
子
の

歌
、
韓
国
李
王
朝
時
代
の
宮
中
舞
踊

「
扇
の
舞
」
が
華
麗
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、

次
は
地
元
の
長
田
神
撫
太
鼓
が
初
お
目

見
え
、
続
い
て
竹
山
流
高
橋
栄
山
、
須

藤
雲
栄
に
よ
る
津
軽
三
味
線
、
そ
し
て

華
や
か
に
神
戸
美
容
専
門
学
院
生
に
よ

る
民
族
衣
裳
と
花
嫁
衣
裳
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
、
夏
木
マ
リ
の
歌
の
あ

と
、
お
待
ち
か
ね
の
代
表
ク
イ
ー
ン
の

発
表
。
一
二
八
名
の
審
査
の
結
果
東
灘

区
の
中
村
知
子
さ
ん
（
二
十
二
歳
の
家

事
手
伝
い
）
に
決
定
。
宮
崎
神
戸
市
長

か
ら
一
一
千
万
円
も
す
る
王
冠
が
お
く
ら

れ
た
。「

今
年
の
ま
つ
り
を
成
功
さ
せ
、
こ

れ
が
永
遠
に
引
き
つ
が
れ
て
行
く
こ
と

を
願
う
」
と
の
宮
崎
市
長
の
言
葉
を
最

後
に
祭
典
は
幕
を
閉
じ
た
。

１
５３
１

ビ
バ
ノ
・
神
戸
ま
つ
り
☆
５
月
旧
・
側
・
朽
日

神
戸
の
町
を
あ
げ
て

●
創
る
よ
ろ
こ
び
参
加
す
る
楽
し
さ
第
七
何
の
祭
典
は
な
や
か
に
…
…
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や
っ
ぱ
り
パ
レ
ー
ド
は
楽
し
い
ナ
。

五
月
十
五
日
。
正
午
か
ら
ミ
ナ
ト
の
汽

笛
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で
開
か
れ
た
三
日

間
の
お
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
パ

レ
ー
ド
は
、
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
さ

わ
や
か
な
吉
晃
エ
と
キ
ラ
キ
ラ
太
陽
が
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
包
ん
で
、
緑
し
た
た

る
東
遊
園
地
ま
で
、
イ
キ
イ
キ
と
総
勢

八
十
五
団
体
、
六
千
五
百
人
の
大
行
進

が
午
後
三
時
ま
で
続
い
た
。

毎
年
、
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
か
ら
通
算

十
回
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー
ム
で
〃
サ

ン
バ
〃
を
神
戸
に
ブ
ラ
ジ
ル
領
事
館
の

人
々
と
共
に
上
陸
さ
せ
た
が
、
本
年
は

一
休
み
…
。
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
マ
ン

シ
ョ
ン
４
階
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
た
っ
ぷ

り
昨
日
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル

の
疲
れ
を
い
や
し
な
が
ら
の
観
覧
記
。

パ
レ
ー
ド
は
、
お
祭
り
の
〃
花
〃
。

あ
の
夜
空
に
開
く
打
ち
上
げ
花
火
に
も

似
て
、
神
戸
市
民
の
〃
暴
走
族
に
負
る

ナ
″
の
心
意
気
が
グ
ッ
と
感
じ
ら
れ
る

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
創
る
よ
ろ
こ
び
、

参
加
す
る
楽
し
さ
」
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
、
日
頃
の
厳
し
い

レ
ッ
ス
ン
の
成
果
を
見
事
に
披
露
す
る

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
と
吹
奏
楽
隊
の
多
い

こ
と
。
気
持
よ
く
伸
び
た
少
女
達
の
足

は
ホ
ン
ト
に
美
し
い
。
白
、
白
、
白
の

風
船
に
包
ま
れ
た
フ
ロ
ー
ト
は
「
平
和

へ
の
再
会
」
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
美
女
た

上は少女や子供たちのバトンガールの上行這下左は灘の酒造り唄保芋会。右下は三越のフロートｃ

１
５４
１

…
蛎
撚

女
の
子
の
足
が
ト
テ
モ
き
れ
い
／
八
中
央
パ
レ
ー
ド
Ｖ

簿
錬
議
織
蕊
舞
鍵
嬢
嬢
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五月の空に美女のほほえみ。左上はプリンセス神戸。ミス・ユニバース（中上）クイーン神戸（右上）
ワン公ガンバル（中下）初登場のゾウさん。〈右下）

１
５５
１

ち
の
微
笑
み
。
王
朝
時
代
の
優
雅
な
衣

裳
で
静
か
に
進
む
韓
国
チ
ー
ム
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
ジ
ャ
ワ
の
結
婚
式
の
装
束

イ
ン
ド
の
人
達
は
サ
リ
ー
と
タ
ー
バ
ン

で
、
子
供
達
は
自
転
車
に
乗
っ
て
い

る
。
シ
ア
ト
ル
の
お
客
さ
ま
ジ
ャ
ッ
ク

・
ブ
ロ
ッ
ク
港
湾
委
員
長
ら
が
マ
イ
ク

で
紹
介
さ
れ
た
り
、
国
際
色
ゆ
た
か
。

こ
れ
で
な
く
っ
ち
ゃ
ね
。
「
元
町
チ
ー

ム
」
「
三
宮
ト
リ
オ
チ
ー
ム
」
と
商
店

街
の
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
出
し
て

〃
あ
れ
っ
三
越
の
本
間
店
長
、
美
女
と

カ
ッ
コ
よ
く
並
ん
で
″
い
い
ナ
。
紺
の

ハ
ッ
ピ
が
鮮
や
か
に
眼
に
泌
む
「
灘
の

酒
造
り
保
存
会
」
の
酒
造
り
唄
と
三
味

線
、
酒
樽
の
フ
ロ
ー
ト
は
初
出
場
で
新

鮮
。
「
冨
士
通
テ
ン
」
の
ゆ
か
た
の
踊
り

も
ロ
ッ
ク
調
の
流
し
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
。

な
ん
と
い
っ
て
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

だ
っ
た
の
は
「
ワ
ー
ル
ド
」
の
ジ
ャ
ッ

ク
＆
ベ
テ
ィ
調
の
ジ
ル
バ
・

動
物
た
ち
と
ぬ
い
ぐ
る
み
の
活
躍
に

笑
い
が
あ
ふ
れ
て
来
る
。
初
登
場
の
ゾ

ウ
さ
ん
。
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
馬
に
、
ワ
ン

ワ
ン
大
行
進
。
そ
し
て
ク
イ
ー
ン
神
戸

や
ミ
ス
横
浜
、
ミ
ス
ュ
ニ
バ
ー
ス
た
ち

の
美
女
の
明
る
い
微
笑
み
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
っ
た
ミ
セ
ス
達
の
民
踊
総
踊
り

ふ
く
れ
上
っ
た
観
客
は
、
早
々
と
無

事
終
っ
た
神
戸
ま
つ
り
に
名
残
り
惜
し

そ
う
。
市
民
の
智
恵
と
行
動
力
を
結
集

し
て
存
続
し
た
こ
の
平
和
な
み
ん
な
の

祭
り
は
、
み
ん
な
で
来
年
も
守
り
育
て

て
行
き
た
い
も
の
だ
。
八
小
泉
Ｖ

左下はジルバを踊るワールドチーム。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



盛
り
あ
が
っ
た
各
区
の
ま
つ
り

五
月
十
四
日
、
市
内
九
地
区
十
会
場

で
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ま
つ
り
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、
自
前
で
楽
し
む
ま
つ

り
が
ス
ッ
カ
リ
定
着
し
た
様
子
だ
っ
た

○
東
灘
な
ん
で
も
ま
つ
り
（
灘
神
戸
生

協
南
グ
ラ
ン
ド
）
’
八
千
人
が
「
み
ん

な
の
広
場
」
に
つ
め
か
け
、
出
店
が
四

十
。
夕
方
の
「
な
ん
で
も
広
場
」
は
民

謡
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
で
熱
気
満
々
。

○
六
甲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
つ
り
（
王
子
競

技
場
前
）
’
二
千
人
参
加
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
パ
レ
ー
ド
が
区
内
を
ね
り
歩
き
、
子

供
み
こ
し
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
自
動
車
、

仮
装
行
列
な
ど
が
区
民
を
楽
し
ま
せ
た

○
み
－
ん
な
集
ま
れ
ふ
き
あ
い
カ
ー
ニ

バ
ル
（
阪
急
春
野
道
駅
南
側
道
路
）
Ｉ

チ
ビ
ッ
子
、
マ
マ
さ
ん
、
若
者
、
お
年

寄
り
な
ど
二
万
人
が
集
っ
て
大
盛
況
。

○
兵
庫
は
つ
ぴ
い
ひ
ろ
ば
（
湊
川
公
園
）

チ
ビ
ッ
子
の
ド
レ
ミ
の
つ
ど
い
、
ヤ
ン

グ
の
た
そ
が
れ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
オ
ジ

サ
ン
、
オ
バ
サ
ン
の
な
ん
ど
い
や
の
タ

ベ
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員
参
加
の
総
踊

り
。
庶
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
満
。

○
長
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
ル
バ
ル
（
新
長
田

勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
、
若
松
公
園
）
Ｉ

長
田
神
社
の
長
田
神
撫
太
鼓
が
初
登
場

若
松
公
園
で
は
ロ
ッ
ク
、
フ
ォ
ー
ク
な

ど
の
な
ん
で
も
や
ろ
う
ヤ
ン
グ
の
広
場

○
須
磨
音
楽
の
森
（
須
磨
離
宮
公
園
）

Ｉ
圧
巻
は
二
百
十
発
の
打
ち
上
げ
花
火

と
四
基
の
仕
掛
け
花
火
。
四
万
五
千
人

の
観
衆
は
し
ば
し
、
音
と
光
の
響
宴
に

酔
い
し
れ
て
い
た
。

ａ

上右・湊川神社境内では若者たちの熱気がいっぱい( フレッシュ生田カーニバル) 、下右・はつびいひろばの会場をうめた人、人、人( 兵庫はつぴいひ
ろば）上左、丘あっしさんの似顔絵コーナーはチビッコに大人気（長田フェスティバル）下左・灘の樽酒のめでたい鏡わり（東灘なんでもまつり）

１
５６
１
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一唾 E 凸盟印可…一

識

神
戸
ま
つ
り
、
大
倉
山
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
五
月
十
四
日
（
土
）
の
催
し
は
「
フ

ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
＆
民
放
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
祭
り
」
が
行
わ
れ
た
。

中
央
体
育
館
付
近
に
神
戸
東
川
崎
町

恵
比
須
太
鼓
連
中
の
太
鼓
が
鳴
り
響
き

開
幕
、
神
戸
学
院
大
落
語
学
院
が
出
演

場
内
を
わ
か
し
、
「
ビ
バ
・
ジ
ー
ン
ズ
」

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
が
開
か
れ

迫
力
あ
る
構
成
で
祭
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
ふ
さ
わ
し
く
ジ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
が
人
気
を
あ
つ
め
た
。
こ
れ
は
ジ

ー
ン
ズ
・
ラ
イ
フ
・
シ
ョ
ッ
プ
の
「
ジ

ョ
イ
ン
ト
」
の
提
供
に
よ
る
も
の
。
引

続
き
、
ラ
ジ
オ
関
西
が
公
開
録
音
番
組

「
忘
れ
て
神
戸
」
み
ず
き
あ
い
の
新
曲

発
表
会
が
開
か
れ
、
作
曲
家
の
平
尾
昌

晃
も
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
満
場
の
相
手
を

う
け
た
。
毎
日
放
送
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
チ
ー
ム
は
桂
小
軽
と
佐
々
木
美
絵
の

二
人
が
受
持
っ
て
大
奪
斗
。

神
戸
っ
子
歌
祭
り
で
は
、
地
元
の
歌

手
、
伊
勢
功
一
、
近
術
真
理
、
堀
郁
子

の
三
人
が
得
意
曲
を
披
露
、
入
場
整
理

券
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
多
彩
な
賞
品

が
当
選
者
に
贈
ら
れ
た
。
ラ
ジ
オ
大
阪

は
坂
東
英
二
と
浅
川
美
智
子
の
二
人
が

野
球
を
テ
ー
マ
に
場
内
を
賑
わ
し
た
。

最
高
潮
は
、
第
二
回
日
の
「
ピ
バ
・
ジ

ー
ズ
」
と
サ
ン
バ
＆
サ
ン
バ
、
月
刊
神

戸
っ
子
チ
ー
ム
の
出
演
に
手
を
と
り
あ

っ
て
祭
り
を
踊
り
楽
し
ん
だ
「
サ
ン
バ

＆
サ
ン
バ
」
は
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
訓
排
本
社

の
協
力
に
よ
る
も
の
。

ＯＢＣ（卜方〕ＭＢＳ（上中〕ＣＲ（上右）と多彩な民放のプログラムそしてサンバとファッションショーとおまつりは楽しいな

’
5７
１

議蕊鍵 歌
と
踊
り
と
サ
ン
バ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

八
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
＆
民
放
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
祭
り
Ｖ

顎簿Ｉ
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〆‐ 、

新しい味のアイスクリーム

ＶｉＶｅＫｏｂｅ
日

ビーバコウベ

ハート型のアイスクリームをチョコレートで
くるんだ、かわいいアイスチョコ･ …．．。

☆ビーバコゥベ’ｲI船211,251Mヤ511(１.耐(111小１１'(１１'☆

創錘８０周年

二｛０

く墓>神戸ｴュ貝2 堂
Ｌ 本社‘神戸元町3 丁目壷( 0 ７8)391-241２ 』

刀剣古美術
書画骨董
脇差特別貴亜刀剣認定
銘豊州住藤原正行
7 5寓円 蕊蕊霧

認定
信亜

5 5 闘円

鑑 定買入
刀剣研磨その他工作
一カ月仕上是非ご用命下さい
神戸市生田区元町通６丁目2 5 番地

;美;えIﾘｱ臭妬
〒6 5 0 T E L O 7 8 - 3 5 1 - O O 8 1
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ライニングの概略図

合
成
樹
脂

内
面
被
膜
鋼
管

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
人
皿
Ｖ

そ
の
結
果
、

衛
生
面
、
取
吟

エ
チ
レ
ン
を

粉
体
ラ
イ
ニ

ン
グ
し
た
鋼

管
を
各
種
実

験
の
結
果
、

最
適
と
定
め

昭
和
五
十
二

年
二
月
日
本

水
道
鋼
管
協

会
規
格
「
水

道
用
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
粉
体

ラ
イ
ニ
ン
グ

鋼
管
」
を
制

定
し
た
。

特
長
と
し

て
は
、
①
衛

の
で
、
粉
体
を
内
面
に
吹
き
つ
け
溶
着

ラ
イ
ニ
ン
グ
で
き
な
い
か
と
の
着
想

で
、
材
料
と
技
術
の
両
面
か
ら
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
た
。
最
近
、
小
口
径
鋼

管
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粉
体
を
直
接
鋼

管
内
面
に
送
り
込
み
、
溶
看
さ
せ
る
技

術
の
開
発
が
最
適
と
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
適
正
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

粉
体
の
選
定
と
ラ
イ
ニ
ン
グ
条
件
の
確

立
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
水
道
鋼
管

協
会
で
、
小
径
管
技
術
委
員
会
を
設
け

て
、
鋼
管
メ
ー
カ
ー
や
塗
料
メ
ー
カ
ー

と
協
力
し
て
、
統
一
品
質
の
小
径
水
道

鋼
管
を
開
発
し
た
た
め
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
各
種
合
成
樹
脂
の
う
ち

衛
生
面
、
取
扱
性
そ
の
他
か
ら
、
ポ
リ

生
上
安
心
し
て
使
用
で
き
、
化
学
的
に

安
定
し
て
い
る
。
②
厚
膜
（
標
準
○
・

七
ミ
リ
）
の
た
め
ピ
ン
ホ
ー
ル
が
な

い
。
③
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
欠
点
で
あ
る

接
着
性
は
、
製
造
時
、
加
熱
に
よ
っ
て

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
粉
体
が
酸
化
し
て
極
性

を
も
ち
、
強
い
密
着
力
が
あ
る
。
（
た

だ
し
熱
の
加
わ
る
よ
う
な
鋼
管
加
工
法

や
用
途
に
は
不
適
当
で
あ
る
）
。
④
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
は
柔
軟
で
強
靭
で
あ
っ

て
、
か
つ
、
鋼
管
鉄
地
肌
に
強
く
密
着

し
て
い
る
の
で
、
外
力
や
衝
撃
に
強
く
、

寒
冷
地
で
も
安
心
し
て
使
用
で
き
、
さ

ら
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ン
マ
ー
に
も
強

い
。

つ
ぎ
に
、
製
造
工
程
の
概
略
を
説
明

す
る
と
、
ま
ず
、
鍛
接
管
を
原
管
と
し

て
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
密
着
を
よ
く
す

る
た
め
に
、
外
面
片
面
亜
鉛
メ
ッ
キ
を

行
い
、
酸
洗
す
る
。
つ
づ
い
て
、
リ
ン

酸
塩
に
よ
る
特
殊
プ
ラ
イ
マ
ー
処
理
を

行
っ
て
、
所
定
の
約
三
○
○
度
に
加
熱

す
る
。
つ
ぎ
に
、
管
を
回
転
さ
せ
な
が

ら
粉
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
吹
き
込
む
。

ラ
イ
ニ
ン
グ
に
使
用
す
る
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
粉
体
は
、
ピ
ン
ホ
ー
ル
が
な
い
こ

と
は
当
然
と
し
て
、
厚
膜
で
厚
さ
の
バ

ラ
ツ
キ
の
な
い
よ
う
適
正
な
粒
度
に
分

布
の
も
の
を
定
量
吹
き
込
ん
で
品
質
を

安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
粉
体
の
余
分
の
も
の
は
、
回
収
さ

れ
る
の
で
、
ロ
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

生
産
コ
ス
ト
も
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
ラ
イ
ー
ー

ン
グ
鋼
管
を
下
回
っ
て
い
る
。

諸
岡
博
熊
Ａ
神
戸
市
企
画
局
参
事
Ｖ

最
近
の
水
源
池
の
水
質
が
低
下
し
て

き
た
の
で
、
浄
水
化
の
た
め
の
薬
品
が

増
量
し
だ
し
た
。
こ
の
結
果
、
給
水
末

端
で
、
白
水
、
赤
水
が
生
じ
て
い
る
。

本
来
、
給
水
用
の
小
口
径
水
道
用
鋼

管
に
は
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
管
が
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
防
食
作
用
の
あ
る
亜
鉛
が

浄
水
化
の
薬
品
量
の
増
加
に
伴
っ
て
、

溶
け
だ
し
て
、
白
水
、
赤
水
を
生
じ
、

結
果
的
に
鋼
管
の
耐
用
年
数
が
予
想
外

に
短
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
。

日
本
住
宅
公
団
で
は
、
十
数
年
前
に

こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
鋼
管
の
内

面
に
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
を
差
し
込
ん
で

接
着
し
た
水
道
用
塩
化
ピ
ー
ー
ー
ル
ラ
イ

ニ
ン
グ
鋼
管
の
使
用
を
始
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
ラ

イ
ニ
ン
グ
鋼
管
の
製
造
方
式
で
は
、
自

動
化
が
困
難
で
、
人
件
費
が
上
昇
し
た

今
日
、
製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
と
大
量
生

産
、
大
量
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。

問
題
は
、
鋼
管
の
内
面
の
ラ
イ
ニ
ン

グ
技
術
で
あ
る
。
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
を

差
し
込
む
と
い
っ
た
、
成
型
品
で
内
張

り
す
る
こ
と
に
技
術
上
の
問
題
が
あ
る
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本
誌
が
発
刊
当
初
か
ら
探
究
し
つ
づ
け
て
き
た
も
の
が
、

〃
神
戸
ら
し
さ
″
の
文
化
の
発
掘
で
あ
っ
た
。
文
化
を
即
生

活
と
み
る
と
、
神
戸
に
住
む
人
々
の
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
こ

そ
、
神
戸
文
化
で
あ
る
。
こ
の
神
戸
ら
し
さ
を
、
さ
ら
に
彩

り
、
楽
し
く
し
て
い
く
こ
と
は
、
ま
さ
に
〃
文
化
開
発
″
そ

の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〃
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
神
戸
″
は
そ
の
よ
う
な
環
境
の

な
か
で
息
づ
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
神
戸
の
本
質
的
な
理
解

ｌ
神
戸
ら
し
さ
の
開
発
の
一
助
に
と
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

繰
り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
趣
旨
で
あ
る
。

今
回
は
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
神
戸
に

対
す
る
現
状
分
析
、
将
来
の
展
望
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
都
市
づ
く
り
を
考
え
る
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

山
田
六
郎
繍
蕊
鍔
鯛
僻
詞
離
合
瓢
理
事
長
〉

口
出
席
者
・

辻
村
昌
浩
八
側
奪
売
公
社
神
戸
営
業
所
ｖ
烏
越
哲
繍
一
難
蕊
講
理
難
長
〉

小
池
力
彦
八
株
式
会
社
三
愛
神
戸
店
禽
長
ｖ
中
原
武
志
〈
奉
漸
説
遡
計
誌
劣
テ
ィ
会
長
〉

島
田
光
夫
八
つ
る
や
衣
裳
態
緋
長
ｖ

北
出
弥
一
郎
八
腹
部
メ
ガ
ネ
店
専
務
ｖ

ｑ

辻
村
ど
こ
で
で
も
同
じ
タ
バ
コ
が
喫
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
前
提
と
し
て
成
り
立
つ
は
ず
な
ん
で
す
が
、
デ
ー
タ
ー
を
見
る

と
神
戸
は
割
と
面
白
い
ん
で
す
ね
。
一
般
に
東
京
と
か
大
阪
の
大

消
費
地
で
喫
わ
れ
て
い
る
タ
バ
コ
に
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す

ど
こ
で
も
喫
わ
れ
て
い
る
の
に
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、

東
京
は
極
端
で
半
分
以
上
が
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
で
、
大
阪
で
も
半
分

近
く
で
す
ね
。
神
戸
で
は
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
も
そ
こ
そ
こ
に
喫
わ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
他
の
タ
バ
コ
も
非
常
に
た
く
さ
ん
喫
わ
れ
て

い
る
。
四
十
数
種
類
の
銘
柄
が
あ
る
ん
で
す
が
、
色
ん
な
タ
バ
コ

が
喫
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
好
み
が
す
ご
く
多
い
ん
だ
と

い
う
特
徴
が
一
つ
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
高
級
品
が
大
変
よ
く
売

れ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。

神
戸
の
消
費
経
済
が
東
京
や
大
阪
を
一
年
位
遅
れ
て
追
っ
か
け

て
い
る
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
先
行
性
都

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
創
匡
、
恥
哩
Ｆ
を
考
え
る

⑳

１
６０

☆
神
戸
は
先
行
性
都
市
型
マ
ー
ケ
ッ
ト

ｰ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



島
田
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
人
、
メ
ー
カ
ー
や
、
職
人
さ

ん
、
そ
れ
か
ら
流
通
機
構
に
お
け
る
消
費
者
や
問
屋
や
小
売
屋
、

そ
れ
を
支
え
る
需
要
、
そ
の
な
か
で
の
市
民
、
そ
う
い
っ
た
人
た

ね
。
私
的
な
会
合
な
ん
か
で
出
る
の
は
、
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い

た
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
者
都
市
に
な
っ
て
し
ま
う
危
倶
で
、
市
民

生
活
か
ら
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
た
表
面
だ
け
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都

市
を
贈
つ
く
ろ
う
と
い
う
ム
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
面
が
見
ら
れ
る

わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
地
に
着
い
て
な
い
と
い
う
の
で
す
か
、
一

般
の
人
に
は
縁
遠
い
も
の
だ
と
、
え
え
カ
ッ
コ
ウ
の
も
の
だ
と
い

う
解
釈
が
あ
る
。
今
必
要
な
の
は
手
法
で
す
ね
。
理
論
は
ど
ん
ど

ん
前
へ
行
き
煮
詰
っ
て
も
現
実
的
な
動
き
は
極
端
に
い
え
ば
ス
タ

ー
ト
の
時
点
と
一
緒
じ
ゃ
な
い
か
。
今
後
は
ど
う
い
う
や
り
方
で

具
体
的
に
市
民
を
巻
き
込
ん
で
行
く
か
、
そ
の
手
法
が
必
要
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
行
政
体
、
業
者
や
専
門
の
方
点
の
機
構

づ
く
り
が
先
決
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
必
要
な
の
は
、
も
っ

と
地
に
着
い
た
何
か
で
す
ね
。
ま
た
、
反
対
に
我
々
を
含
め
て
一

般
市
民
は
行
政
体
を
利
用
す
る
位
の
積
り
で
、
行
政
指
導
型
じ
ゃ

な
し
に
、
利
用
す
る
位
の
パ
ワ
ー
で
も
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

、
、

な
い
が
、
そ
の
芯
は
誰
か
、
へ
そ
は
ど
こ
か
と
い
う
問
題
で
す
ね
。

た
だ
市
民
主
導
型
と
い
う
の
も
問
題
で
意
思
の
完
全
な
一
致
は

ま
ず
不
可
能
。
あ
る
程
度
寄
り
合
い
で
や
っ
て
行
け
ば
い
い
の
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
我
々
は
情
報
都
市
と
い
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
と
に
か
く
人
間
を
交
流
さ
せ
よ
う
。
交
流
さ
せ
れ
ば
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
動
き
も
良
く
な
る
し
情
報
交
換
も
良
く
な
る
。
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
い
う
も
の
に
は
服
飾
だ
け
じ
ゃ
な
し
に
も
っ
と

色
ん
な
要
素
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
交
換
す
る
の
が
全
体
と
し
て
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
の
つ
く
り
方
で
あ
る
。
今
い
わ
れ
て
い
る
の

は
一
つ
の
パ
ー
ト
、
一
部
分
が
ち
ょ
っ
と
づ
っ
や
っ
て
い
る
だ
け

だ
か
ら
全
体
を
か
ら
め
た
何
ら
か
の
機
構
づ
く
り
が
必
要
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
情
報
都
市
化
に
つ
な
が
っ
て
、
伝

統
と
相
関
関
係
を
も
ち
な
が
ら
前
向
き
の
町
づ
く
り
が
で
き
る
の

じ
や
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報
の
多
方
面
か
ら
の
集
収
を冨

日
｝

市
型
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
位
置
づ
け
で
神
戸
の
市
場
を
見
て
い
ま

す
。
新
し
い
高
級
な
タ
バ
コ
を
売
り
出
す
た
め
に
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
聞
い
て
み
た
い
と
き
、
ど
こ
で
や
っ
た
ら
一
番
い
い
の
か

な
と
い
う
と
き
、
神
戸
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
昭
和
四

十
八
年
、
ま
だ
何
も
し
な
い
段
階
か
ら
デ
ー
タ
ー
を
集
め
ま
し

て
、
そ
の
デ
ー
タ
ー
を
元
に
し
て
五
十
一
年
三
月
か
ら
初
め
て
エ

プ
ソ
ン
を
投
入
し
、
そ
の
結
果
を
見
た
わ
け
で
す
。
エ
プ
ソ
ン
は

神
戸
の
み
な
さ
ま
か
ら
大
変
な
ご
支
持
を
受
け
、
全
国
に
発
売
し

ま
し
た
。
平
行
し
て
ト
ー
ク
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
専
売

公
社
で
最
高
の
値
段
で
輸
入
銘
柄
を
対
抗
商
品
と
し
て
考
え
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
が
果
し
て
日
本
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

輸
入
銘
柄
に
対
し
て
ど
れ
ほ
ど
の
力
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
を
神
戸
で
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
に
は
そ
う
い
う
意
味
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
の
前
提
に
な

る
市
場
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
う
感
じ
ま
す
。

小
池
八
年
前
に
神
戸
へ
出
店
し
た
と
き
は
三
宮
の
さ
ん
プ
ラ
ザ

は
商
圏
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
、
基
本
的
に
は
将
来
に

期
待
す
る
と
い
う
形
で
の
出
店
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
最
初
の

二
年
間
ほ
ど
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
ま
あ
、
神
戸
は
風
土

と
し
て
は
先
取
の
気
性
が
あ
り
な
が
ら
保
守
的
な
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
、
自
分
の
趣
味
性
み
た
い
な
も
の
を
か
た
く

な
に
守
る
方
が
多
い
。
タ
バ
コ
で
も
自
分
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
も

っ
た
吸
い
方
を
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
要
素
が
あ
る
の
じ
や
な
い

で
す
か
。

私
ど
も
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
ま

す
が
、
あ
る
エ
リ
ア
の
特
性
と
い
う
の
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
わ
け

で
、
八
年
前
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
と
い
わ
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
出
始

め
で
す
か
ら
神
戸
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
タ
イ
プ
の
も
の
が

割
と
早
く
訴
求
で
き
る
よ
う
な
市
場
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

鳥
越
神
一
足
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
組
み
ま
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
問
題
に
何
年
来
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
す
が
結
論
が
出
な
い
で
す
ね
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
都

市
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
の
接
点
が
混
同
し
や
す
い
わ
け
で
す
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ん

ち
の
な
か
で
一
番
先
に
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
行
政

と
か
流
通
機
構
に
携
わ
る
人
で
、
市
民
参
加
と
は
口
先
き
で
は
よ

く
い
い
ま
す
が
実
際
に
は
仲
々
難
し
い
で
す
ね
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
の
前
の
段
階
と
し
て
中
継
都
市
と
い
い
ま

し
ょ
う
か
、
各
地
か
ら
色
ん
な
素
晴
し
い
も
の
を
寄
せ
集
め
る
機

能
が
必
要
で
す
ね
。
神
戸
の
人
は
選
択
眼
が
非
常
に
高
い
と
い
う

か
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
、
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
イ
メ
ー
ジ
的
に

非
常
に
高
く
、
売
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
商
売
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
構
造
と
い
う
こ
と
に
ま
で
な
っ
て

来
る
と
そ
れ
を
支
え
る
だ
け
の
養
分
が
神
戸
に
は
ま
だ
な
い
わ
け

で
し
て
、
そ
の
機
能
を
拡
げ
て
行
く
た
め
に
は
も
っ
と
対
象
を
拡

げ
て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
ね
。
神
戸
だ
け
じ
ゃ
な
く

全
国
、
全
世
界
へ
と
拡
げ
て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、

ま
ず
、
そ
う
い
っ
た
機
構
を
つ
く
る
こ
と
と
色
ん
な
情
報
を
集
め

て
来
る
こ
と
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
市
民
に
任
せ
て
も
最
初
は
仲

々
で
き
な
い
。
一
般
市
民
に
は
選
択
し
て
貰
う
と
い
う
こ
と
な
ん

鋳
錬
鐸
識
識
鐸
鍔
識
識
識
鶴
識
識
鏑
識
識
鶴
翰
鐸
鋳
識
鋳
癖
鍵
識
鶴

辻村昌浩さん小池力彦さ

”

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

神
戸
は
非
常
に
開
放
的
で
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
、
自
然
環

境
も
お
だ
や
か
で
、
山
あ
り
海
あ
り
都
市
機
能
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
服
装
に
し
て
も
着
る
場
所
が
色
々
と
あ
り
ま
す
ね
。
ホ
テ
ル

な
ん
か
で
は
足
ら
な
い
か
も
分
り
ま
せ
ん
が
、
実
験
の
場
と
し
て

の
材
料
も
神
戸
に
は
た
く
さ
ん
集
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
ね
。
だ

１
６２
１

か
ら
最
初
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
人
た
ち
か
ら
や
っ
て
行
く

こ
と
が
肝
心
な
ん
で
、
そ
の
意
味
で
、
小
売
店
に
し
て
も
問
屋
に

し
て
も
非
常
に
責
任
が
重
い
し
、
神
戸
に
は
そ
う
い
う
汽
関
車
的

な
役
割
を
果
し
て
い
る
婦
人
服
と
か
子
供
服
の
店
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。

山
田
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
な
か
で
一
番
身
近
か
に
感
じ
る
の
は
や

は
り
服
装
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
Ｋ
Ｆ
Ｋ
も
五
十
四
名
と
い

う
組
合
員
を
も
っ
て
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
創
造
に
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

横
浜
へ
英
国
の
人
が
上
陸
し
て
洋
服
屋
を
始
め
た
の
が
日
本
で

最
初
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
神
戸
の
人
が
そ
こ
へ
行
っ
て
習

っ
て
来
て
始
め
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
が
成
功
し
ま
し
た
。
ま

た
、
神
戸
は
国
際
都
市
と
い
う
こ
と
で
お
シ
ャ
レ
が
上
手
で
す

ね
。
東
京
の
銀
座
や
新
宿
、
大
阪
の
心
斎
橋
な
ん
か
を
歩
い
て

も
、
セ
ン
タ
ー
街
を
歩
い
て
い
る
ほ
ど
素
晴
し
く
な
い
で
す
ね
。

東
京
の
人
か
ら
関
西
へ
来
た
ら
セ
ン
タ
ー
街
を
歩
か
な
い
と
気
が

済
ま
な
い
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
、
歩
い
て
い
る

人
は
お
シ
ャ
レ
が
上
手
で
す
ね
。

今
や
、
メ
ー
カ
ー
が
創
っ
て
宣
伝
を
し
て
買
わ
せ
る
と
い
う
か

売
り
つ
け
て
い
た
時
代
は
過
ぎ
ま
し
て
今
は
個
性
化
、
流
行
の
な

か
に
個
性
を
取
り
入
れ
て
お
シ
ャ
レ
を
楽
し
む
時
代
で
す
ね
。
自

分
が
本
当
に
好
き
で
な
け
れ
ば
幾
ら
安
く
て
も
買
わ
な
い
。
長
い

間
に
勉
強
し
て
来
て
自
分
自
身
の
個
性
と
見
る
眼
が
下
手
な
販
売

員
よ
り
も
こ
え
て
い
る
と
い
う
時
代
で
す
ね
。
商
売
が
し
や
す
い

よ
う
で
非
常
に
難
し
い
時
代
で
す
ね
。

た
だ
、
服
を
消
費
者
に
買
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
い
い
け
れ
ど

そ
れ
を
着
て
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す

ね
。
こ
れ
は
誠
に
残
念
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
が
日
曜
日
に
み
ん
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》

6３
１

き
な
く
て
残
念
な
ん
で
す
が
、
取
り
入
れ
て
自
分
の
も
の
に
し
て

行
く
と
い
う
技
術
は
神
戸
市
民
は
大
変
上
手
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

中
原
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民
大
学
は
昨
年
ま
で
で
四
期
生
、
約
六

百
名
が
卒
業
し
、
そ
の
う
ち
百
名
ほ
ど
が
Ｋ
Ｆ
Ｓ
に
加
盟
し
て
い

ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
ず
い

分
と
我
々
も
討
議
し
て
来
ま
し
た
が
分
ら
な
い
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
い
っ
て
も
企
業
サ
イ
ド
の
人
は
企
業
を

大
き
く
し
た
い
と
考
え
、
行
政
サ
イ
ド
も
企
業
の
発
展
を
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
し
、
組
織
学
の
方
は
建
物
の
こ
と
だ
と
か
、
あ
る

い
は
、
街
路
樹
の
こ
と
と
か
、
都
市
そ
の
も
の
の
整
備
の
問
題
も

考
え
て
い
る
。
色
々
と
そ
の
立
場
に
よ
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

の
考
え
方
が
ず
い
分
と
違
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
ど
こ
に
接
点

を
求
め
る
か
が
問
題
で
す
が
、
今
、
そ
れ
が
な
い
ま
ま
に
来
て
い

る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
と
に
か
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
を
真

剣
に
考
え
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
人
た
ち
で
一
つ
の
機
構

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
そ
れ
を
つ
く
っ
て
そ
こ
で

討
議
し
て
で
き
る
問
題
か
ら
や
っ
て
行
か
な
い
と
そ
れ
ぞ
れ
が
今

バ
ラ
バ
ラ
の
形
で
や
っ
て
い
る
だ
け
で
は
ど
う
も
な
ら
な
い
で
す

か
ら
ね
。
私
た
ち
は
巾
の
広
い
メ
ン
バ
ー
で
す
か
ら
ま
ず
そ
の
人

た
ち
が
何
回
も
会
う
と
、
会
え
ば
そ
れ
だ
け
情
報
も
交
換
で
き

る
。
ま
ず
会
え
る
場
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
毎
月
一
回
講
師
を

迎
え
て
「
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ロ
ン
」
を
ズ
ッ
と
続
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
自
由
に
一
般
参
加
が
で
き
ま
す
。
年
二
回
、
特
別
講
師
を
招

き
ま
し
て
公
開
講
座
を
や
り
、
こ
れ
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
に
関

係
の
あ
る
人
た
ち
、
特
に
専
門
的
に
勉
強
し
た
い
人
た
ち
が
対
象

で
す
。フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
に
つ
い
て
色
ん
な
考
え
が
あ
り
ま
し
て
、

な
か
に
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
と
い
う
言
葉
で
、
神
戸
は
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
だ
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
方
が
ず
い
分
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
こ
れ
は
残
念
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
を
目
指

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
神
戸
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
認
め
ま
す
し
町
も
椅
一
腿

で
す
。
他
か
ら
の
人
口
の
流
入
が
少
な
い
の
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
度

は
高
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
か
と

な
で
楽
し
ん
で
行
け
る
場
所
、
し
か
も
無
料
で
楽
し
め
る
と
こ
ろ

が
ぜ
ひ
と
も
欲
し
い
で
す
ね
。

北
出
神
戸
に
お
け
る
眼
鏡
の
市
場
は
非
常
に
先
行
的
で
あ
る
と

い
え
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
、
四
五
年
前
か
ら
う
ち
の
店
で
欧
州
の

あ
る
メ
ー
カ
ー
の
品
物
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
入
れ
た
ん
で
す

が
、
輸
入
元
は
十
分
に
力
を
入
れ
る
ほ
ど
で
な
く
、
形
や
色
が
変

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
余
り
市
場
に
は
出
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
二
年
位
前
か
ら
も
の
す
ご
く
売
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
変
っ
た
品
物
は
東
京
、
大
阪
で
は
仲
々

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
で
す
ね
。
神
戸
の
人
は
本
当
に
こ
れ
が
流
行

の
先
端
で
あ
る
と
い
う
も
の
は
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

ね
。
変
っ
た
も
の
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
自
分
の
も
の
に
し
て
行

く
と
い
う
才
能
は
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

神
戸
市
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
を
標
傍
す
る
の
は
、
神
戸
が
何

か
を
創
っ
て
輸
出
す
る
。
あ
る
い
は
、
日
本
各
地
へ
出
し
て
行
く

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
眼
鏡
の
場
合
そ
れ
が
仲
々
で

蕊蕊識鍵蕊$ 蕊溌蕊蕊蕊鍵蕊 蕊
母
貫
訴
霧
解
蝿
巽
鵠
挫
蕊
巽
悪
龍
派
．
割

山 田六郎さん

閏
年

島田光夫さん
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fＷ

鰯
ｈ岬い

う
と
こ
れ
は
非
常
に
問
題
が
あ
り
ま
し
て
、
質
の
悪
い
も
の
が

売
れ
る
反
面
、
力
作
が
売
れ
な
い
。
販
売
力
で
売
れ
て
い
て
、
良

い
も
の
だ
か
ら
売
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
喜
ん
で
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
都
市
だ
と
は
い
え
な
い
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
を
目
指
す
の

だ
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
、
早
く
機
構
づ
く
り
を
し
て
接

点
を
求
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
な
か
で
手
を
つ
け
て
行
く
。
そ

う
い
う
方
向
が
望
ま
し
い
で
す
ね
。

辻
村
遊
ぶ
場
と
い
い
ま
す
か
、
余
裕
の
場
と
い
い
ま
す
か
、
そ

う
い
う
も
の
が
少
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
い
つ
も

同
じ
と
こ
ろ
で
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
都
市
を
志
向
し
て
い
る
な
か
で
難
し
い
な
と
思
う
の
は
、
み

ん
な
同
じ
と
い
う
か
、
た
と
え
ば
、
こ
う
い
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が

良
い
と
な
る
と
ど
こ
の
店
も
み
ん
な
同
じ
形
に
な
っ
て
し
ま
う
。

個
性
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
町
全
体
と
し
て
は
個
性
が
あ
る
け

★
神
戸
の
も
つ
多
重
性

哲さん

曲

れ
ど
、
町
の
な
か
の
一
つ
一
つ
を
見
た
ら
個
性
が
失
わ
れ
て
行
く

よ
う
な
感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
自
分
た
ち
が
個
々
に
創
っ
て
行
く

も
の
が
他
と
ど
う
違
う
か
。
も
っ
と
も
す
ぐ
に
真
似
を
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
が
あ
る
か
ら
余
計
に
い
つ
で
も
先
へ
進
ん
で
い
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
ね
。

鳥
越
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民
大
学
も
神
戸
市
民
だ
け
を
対
象
と
す

る
の
じ
や
な
し
に
、
東
北
の
人
で
も
、
沖
縄
の
人
で
も
パ
リ
ま
で

行
か
な
く
て
も
神
戸
へ
来
て
勉
強
す
れ
ば
一
流
の
も
の
に
な
る
と

い
う
位
の
機
構
に
も
っ
て
き
た
い
し
、
そ
う
い
う
大
学
な
り
教
育

を
管
理
す
る
の
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
す
ね
。
こ
れ
を
中

心
に
す
る
。
そ
れ
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
具
体
的
な
段
階
か

ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
都
市
づ
く
り
を
し
て
行
か
な
い
と
ダ
メ
じ
ゃ
な
い

か
な
。
私
は
情
報
都
市
と
い
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
情
報
都
市
化
の

な
か
の
一
環
と
し
て
Ｚ
ノ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
と
に
か
く
動
き
が
先
で
す
。
そ
れ
に
は

色
ん
な
人
間
、
市
長
と
か
商
工
会
議
所
の
会
頭
と
か
を
動
か
し
て
、

そ
の
気
に
さ
せ
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
づ
く
り
を
し
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
う
い
う
具
体
性
が
欲
し
い
で
す
ね
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民

大
学
の
卒
業
生
は
四
年
で
六
百
人
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
四
年
経
て
ば
も
う
ち

ょ
っ
と
何
か
し
て
お
き
た
か
っ
た
な
と
い
う
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

山
田
フ
ラ
ン
ス
が
何
故
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
た
か
と
い
う
と
、
政
府
が
も
の
す
ご
く
力
を
入
れ
た
わ
け
で

す
ね
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
が
世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
り
、
し
か
も
、
そ
の
す
べ
て
を
フ
ラ
ン
ス
が
デ
ザ
イ
ン

を
し
た
の
か
と
い
う
と
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
世
界
中
か
ら
集
め
た
デ

ザ
イ
ー
で
製
作
し
て
そ
れ
を
世
界
中
に
売
っ
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
神
戸
も
市
と
か
商
工
会
議
所
に
も
う
少
し
力
を
入
れ
て
貰
っ

て
方
針
と
予
算
を
組
ん
で
貰
い
た
い
で
す
ね
。

小
池
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
と
い
い
ま
す
場
合
、
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
ベ
ー
ス
で
神
戸
か
ら
外
へ
訴
求
す
る
た
め
に
何
か
を
つ
く
る

の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
前
の
段
階
で
、
神
戸
市
の
な
か
で
何
か

を
つ
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
も
う
一
つ
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
か
ら

仲
々
難
し
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

中原武志さん 鳥越
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北出弥

外
か
ら
見
た
神
戸
と
な
か
に
い
る
人
た
ち
の
神
戸
に
つ
い
て
の

意
識
の
違
う
と
こ
ろ
は
単
的
に
い
い
ま
す
と
、
外
か
ら
来
た
人
は

三
宮
駅
を
降
り
て
そ
の
周
辺
を
神
戸
だ
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す

ね
。
神
戸
駅
が
別
に
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
多
分
意
識
の
外
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
認
識
が
神
戸
以
外
か
ら
神
戸
を
見
た

と
き
に
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
神
戸
は
外
か
ら
見
る
と
多
重
構
造
の

町
じ
ゃ
な
い
の
で
す
か
。

島
田
よ
そ
の
町
か
ら
み
て
神
戸
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
だ
と
い

う
価
値
観
を
も
っ
て
貰
わ
な
い
と
値
打
ち
が
な
い
で
す
ね
。
神
戸

が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
》
市
を
目
指
し
た
場
合
の
そ
の
可
能
性
、
こ
れ

は
ず
い
分
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
山
も
あ
る
し
海
も
あ

る
し
、
何
か
場
づ
く
り
は
で
き
ま
す
ね
。

小
池
た
と
え
ば
水
が
美
味
し
い
と
か
、
パ
ン
が
美
味
し
い
と
か

そ
う
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
も
っ
て
訴
求
す
る
部
分
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
行
け
ば
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

中
原
と
こ
ろ
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
い
っ
て
い
る
の
は
神

戸
市
民
だ
け
で
外
か
ら
そ
ん
な
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す

よ
。
締
麗
な
町
だ
と
か
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
町
だ
と
か
は
認
め
て

く
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
何
か
が
興
っ
て
来
る
町
だ
と
は

思
っ
て
い
な
い
。
何
か
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
ね
。
あ
ん

ま
り
町
が
続
麗
だ
か
ら
住
ん
で
い
る
人
の
自
己
満
足
度
が
大
き
す

ぎ
て
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
じ
や
な
い
で
す
か
。

島
田
先
ほ
ど
多
重
構
造
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
神
戸
に
は
人
間

の
欲
望
と
い
う
か
多
轟
様
性
を
満
足
さ
せ
る
要
素
が
少
し
づ
つ
あ
る

の
じ
や
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
住
み
や
す
い
。
し
か
し
、
キ
ー
に

印

郎さん

１
６５
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小
池
他
か
ら
憧
れ
て
来
る
人
た
ち
に
対
す
る
道
し
る
べ
が
、
単

に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
に
任
さ
れ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
違
う

格
好
で
で
き
る
と
か
、
何
か
核
に
な
る
も
の
を
決
め
て
具
体
的
に

や
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
と
、
み
な
さ
ん
神
戸
に
愛
着

が
強
い
の
で
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
じ
や

な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
が
吸
い
上
げ
ら
れ
て
な
い
の
じ

や
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。
音
楽
に
し
て
も
発
表
の
場
、

ち
ょ
っ
と
し
た
小
さ
な
劇
場
も
少
な
い
で
す
ね
。
小
さ
な
ブ
ロ
ッ

ク
の
文
化
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
が
少

な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

鳥
越
一
般
の
そ
う
い
う
下
か
ら
の
蓄
積
、
動
き
の
場
を
つ
く
る

こ
と
は
大
切
で
す
ね
。
そ
れ
と
Ｊ
Ｃ
で
は
来
年
の
全
国
大
会
を
き

っ
か
け
に
し
て
、
た
と
え
ば
国
際
会
議
を
や
る
な
ら
何
が
抜
け
て

い
る
か
を
調
査
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
埋
め

て
行
く
と
外
国
か
ら
も
人
が
来
る
よ
う
に
な
る
。
よ
そ
か
ら
人
が

来
る
と
神
戸
に
は
刺
激
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
何

か
が
生
ま
れ
て
く
る
。
人
間
の
動
き
が
あ
っ
た
ら
も
の
の
動
き
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
段
階
的
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ

ー
か
ら
情
報
都
市
へ
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

が
あ
る
の
で
す
が
、
と
に
か
く
具
体
的
に
動
か
な
い
と
い
け
な
い

で
す
ね
。
そ
こ
で
問
題
な
の
は
資
金
。
資
金
を
集
め
て
基
盤
を
つ

く
る
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
。
そ
う
す
る
と
行
政
も
商
工
会
議
所

も
資
金
を
出
し
て
来
る
。
そ
う
い
う
現
実
的
な
動
き
が
要
り
ま
す

ね
。
た
だ
金
を
出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
即
そ
れ
が
売
り
上
げ
に
は

な
る
も
の
が
な
い
で
す
ね
。

小
池
そ
う
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
は
改
め
て
何
か
が
出
て
来
る

と
い
う
要
素
は
な
い
わ
け
で
す
ね
。

鳥
越
外
か
ら
見
た
神
戸
が
本
物
で
あ
る
か
ど
う
か
。
そ
の
本
物

は
何
か
と
い
う
と
具
体
性
で
す
ね
。
努
力
と
か
前
提
と
さ
れ
る
検

討
は
済
ん
だ
段
階
で
、
今
後
必
要
な
の
は
外
か
ら
の
批
判
で
す

ね
。
こ
れ
が
刺
激
と
な
っ
て
よ
り
良
く
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ

を
整
理
す
る
機
構
が
欲
し
い
で
す
ね
。

☆
具
体
的
な
動
き
の
つ
み
重
ね
を
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、

４

て
い
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
神
戸
の
千
六
百
の
タ
バ
コ
店
で
飾
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
位
で
そ
れ
だ
け
の
認
知
度
が
あ
る
わ
け
で
す
ね

だ
か
ら
神
戸
市
民
に
お
け
る
認
知
度
は
高
い
け
れ
ど
、
し
か
し
、

大
阪
や
明
石
の
人
が
神
戸
で
ト
ー
ク
や
エ
プ
ソ
ン
が
売
ら
れ
て
い

る
と
認
知
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
神
戸
の
良
さ
を
周
辺
や
遠
く
の

人
が
ど
れ
位
知
っ
て
く
れ
て
い
る
か
は
少
し
疑
問
な
わ
け
で
す
。

烏
越
我
々
を
含
め
て
神
戸
人
に
は
井
の
中
の
蛙
的
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
よ
。
そ
れ
と
こ
れ
は
新
聞
記
者
か
ら
聞
い
た
こ
と
な
ん

で
す
が
、
本
店
が
神
戸
の
店
が
、
大
阪
や
東
京
へ
進
出
し
て
い
て

そ
れ
は
良
い
の
で
す
が
、
神
戸
店
へ
来
て
み
る
と
大
阪
に
比
べ
て

商
品
が
良
く
な
い
。
何
故
か
と
原
因
を
調
べ
て
み
る
と
大
阪
の
方

が
良
く
売
れ
る
の
で
向
こ
う
へ
良
い
商
品
を
も
っ
て
行
っ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
店
が
あ
る
。
神
戸
の
購
買
力
は
限
ら
れ
て
い

る
の
で
そ
う
い
う
現
象
が
起
っ
て
来
て
い
る
の
じ
や
な
い
か
と
い

う
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
を
続
け
て
行
く
と
一
つ
の
危
機
で
す
ね
。

本
店
を
大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
目
先
の
こ
と
に
追
わ
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
確
固
た
る
指
針
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。

島
田
神
戸
の
経
済
的
地
盤
が
低
い
の
で
購
買
力
の
あ
る
東
京
な

ど
へ
出
て
行
く
わ
け
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
い
う
か
ら
に
は

経
済
的
な
地
盤
が
高
く
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
し
ょ
う
ね
。

山
田
そ
れ
と
限
ら
れ
た
人
口
の
な
か
で
同
じ
よ
う
な
計
算
の
下

で
み
ん
な
企
画
し
た
り
商
売
を
し
て
い
る
の
で
失
敗
す
る
わ
け
で

す
ね
。
統
計
に
よ
り
ま
し
て
も
消
費
人
口
に
対
し
て
店
舗
数
の
方

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
な
か
で
な
お
増
え
て
い
る
わ
け

で
す
ね
。
経
営
の
健
全
と
神
戸
ら
し
さ
を
保
つ
た
め
に
も
店
舗
数

と
消
費
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
店

を
つ
く
っ
た
ら
良
い
と
い
う
だ
け
で
は
何
も
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね

鳥
越
そ
れ
と
よ
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
て
ま
す
け

れ
ど
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
即
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
や
っ

た
ら
良
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
誤
解
が
一
般
に
は
あ
る
わ
け
で

す
ね
。
何
故
か
と
い
う
と
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
そ

う
い
う
も
の
だ
け
で
す
か
ら
ね
。
日
頃
の
地
道
な
活
動
と
い
う
も

の
は
全
然
評
価
さ
れ
て
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
へ
ん
の
研
究
も

必
要
で
し
ょ
う
ね
。
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
）
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結
び
つ
き
は
し
ま
せ
ん
ね
。
あ
く
ま
で
神
戸
の
た
め
に
す
る
わ
け

で
す
。
い
ず
れ
自
分
の
企
業
に
還
元
さ
れ
ま
す
が
。

島
田
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲
の
な
か
で
み
ん
な
で
セ
ン
ス
を

高
め
て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

小
池
そ
う
で
す
ね
。
異
人
館
が
な
ぜ
良
い
か
と
い
う
と
そ
の
地

形
に
合
っ
た
建
物
だ
か
ら
で
す
ね
。
だ
か
ら
何
年
経
っ
て
も
良
い

し
残
る
ん
で
す
ね
。
神
戸
に
住
ん
で
い
る
人
が
家
を
建
て
る
と

き
、
そ
の
地
域
の
環
境
に
合
っ
た
も
の
を
建
て
る
と
い
う
気
持
ち

ま
で
来
れ
ば
神
戸
は
完
成
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
。

鳥
越
建
築
で
も
今
は
指
針
が
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
セ
ン
タ

ー
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
パ
タ
ー
ン
を
渡
し
て
お
い
て
設
計
の
段
階

で
こ
う
し
な
さ
い
と
い
う
指
導
が
必
要
で
す
ね
。

中
原
た
と
え
ば
マ
ン
シ
ョ
ン
の
カ
ー
テ
ン
に
し
て
も
、
こ
こ
で

は
こ
の
色
と
い
う
よ
う
に
統
一
す
れ
ば
ず
い
分
と
締
麗
に
な
り
ま

す
ね
。
そ
う
い
う
本
当
に
初
歩
の
段
階
か
ら
や
っ
て
行
き
た
い
で

す
ね
。

北
出
神
戸
で
も
歩
い
て
い
る
と
チ
ラ
ッ
チ
ラ
ッ
と
良
い
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
す
が
、
行
っ
て
み
る
と
も
う
一
つ
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
ね
。
で
き
れ
ば
地
域
と
し
て
締
麗
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
も
っ
と
良
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
夢
は
あ
る
の

で
す
が
ま
だ
ま
だ
現
実
に
ま
で
は
行
っ
て
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
ね
。

辻
村
神
戸
の
場
合
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
的
に
何
か
新
し
い
も
の
が

出
て
来
て
も
そ
れ
を
拡
げ
る
場
が
東
京
な
ん
か
に
比
べ
て
非
常
に

少
な
い
よ
う
で
す
し
、
ま
た
、
自
分
た
ち
で
こ
れ
は
珍
ら
し
い
と

か
、
こ
れ
は
良
い
と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
外
へ
拡
げ
る
チ
ャ
ン
ス

と
か
努
力
は
余
り
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。
神
戸
の
人
だ
け
で

認
識
し
て
そ
れ
だ
け
で
終
っ
て
し
ま
い
勝
ち
だ
な
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
い
う
も
の
は
色
ん
な
人
に
認
め
ら
れ
る
と

い
う
か
、
色
ん
な
人
が
入
っ
て
来
て
そ
の
真
価
を
認
め
て
帰
っ
て

行
く
と
い
う
の
が
本
当
の
姿
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

神
戸
だ
け
で
の
情
報
の
認
知
度
は
高
い
ん
で
す
ね
。
エ
プ
ソ
ン

を
出
し
た
と
き
三
か
月
後
の
認
知
度
は
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
越
え
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6７

ウシオエ業㈱
取締没社長牛尾吉朗
神戸市葺合区浜辺通５丁目２の１
神戸商工貿易センターピル1 8 Ｆ
ＴＥＬＬＯｉ８ノ２ユーl 6 5 L k 代ノ

田崎真珠㈱
取締役社長田崎俊作
神戸市葺合区旗塚通６の３のl Ｏ

ＴＥＬ（0 7 8 ）2 3 1 - 3 3 2 1

オールスタイル㈱
取締役社長川上勉
神戸市生田区伊藤町1 2 1
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 2 1 - 2 1 1 1

㈱ワールド
会長木口衛

神戸市葺合区八幡通３丁目１の１２
ＴＥＬ（0 7 8 ）2 5 1 - 5 3 1 1

カネボウベルエイシー㈱
取締役社長稲岡必三
神戸市生田区三宮町１丁目4 3 番地

ＴＥＬ（0 7 8 ）3 9 2 - 2 1 0 1

㈱ ベニヤ
取締役社長松谷富士男
神戸市生田灰三寅町１丁目５４
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 2 - 3 1 5 5

モロゾフ㈱
取締役社長葛野友太郎

神戸市東灘区御影本町６丁目１１番1 9 号
ＴＥＬ（0 7 8 ）8 5 1 - 1 5 9 4

入 船㈱
取締役社長小泉進吉

神戸市灘区新在家北町１丁目１－１９
( 阪神電鉄新在家南）プリコピル３Ｆ

ＴＥＬ（0 7 8 ）8 5 1 - 3 1 9 1

神戸地下街㈱
さんちかダウン・サンこうべ
神戸市生田区三宮町１丁目１
交通センターピル８Ｆ

ＴＥＬ（078）39 1 - 4 0 2 4 (代）

キャンペーン「ファッション都市神戸を考える」の
企画は以上９社の提供によるものです。
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ハ
イ
、
ち
ゃ
ん
と
三
点
確
保
を
守
っ
て
″

山
に
登
る
人
に
、
「
何
故
あ
な
た
は
山
に
登
る
の
で
す
か
」
と

問
う
た
と
こ
ろ
、
「
そ
こ
に
山
が
あ
る
か
ら
」
と
の
た
も
う
た
話

は
、
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
成
程
、
ナ
ル
ホ
ド
、
う
ま
い
こ
と
言

わ
は
っ
た
も
ん
や
な
あ
と
、
一
応
は
感
心
す
る
け
れ
ど
、
そ
れ
で

も
や
っ
ぱ
り
、
私
の
よ
う
な
面
倒
く
さ
が
り
や
の
、
し
ん
ど
が
り

や
に
は
、
登
山
す
る
人
の
気
持
は
、
と
ん
と
わ
か
り
か
ね
る
の
で

あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
あ
ん
な
重
た
い
も
ん
、
よ
』
フ
担
い
で
歩
く
な
あ
と
い

つ
も
思
う
の
で
す
。
第
二
に
、
冬
山
登
山
は
寒
い
し
、
春
山
は
雪

崩
が
恐
い
、
夏
山
登
山
は
暑
い
し
、
秋
の
山
は
、
紅
葉
の
美
し
さ

に
見
と
れ
て
、
足
を
踏
み
は
ず
す
や
も
し
れ
ぬ
。
第
三
に
、
あ
の

登
山
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の
も
ひ
と
つ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
と

は
言
い
か
ね
る
。
第
四
、
何
日
も
お
風
呂
に
入
ら
な
い
な
ん
て
、

と
て
も
我
慢
出
来
な
い
ワ
。

そ
れ
に
、
ど
っ
ち
か
と
い
え
ば
、
こ
ち
ら
向
き
に
倒
れ
か
か
っ

て
く
る
よ
う
に
見
え
る
崖
を
、
い
く
ら
ロ
ー
プ
が
あ
る
と
は
い

え
、
登
っ
た
り
降
り
た
り
す
る
な
ん
て
、
あ
れ
は
人
間
技
と
は
思

え
な
い
。
あ
な
恐
ろ
し
や
″
。

だ
か
ら
、
登
山
だ
の
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
だ
の
は
、
こ
れ

頂
上
ま
で
ま
だ
な
の
？

か
ら
も
、
あ
ま
り
私
の
人
生
に
は
か
か
わ
り
の
無
い
も
の
だ
と
、

高
見
の
見
物
と
し
ゃ
れ
こ
ん
で
い
た
の
に
、
な
ん
た
る
こ
と
ぞ
、

こ
の
私
に
、
あ
の
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
崖
を
よ
じ
登
れ
と
は
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
、
か
な
り
多
寡
を
く
く
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
あ
っ
た
。

場
所
が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
車
で
横
を
通
っ
て
い
る
王
子
埜
挫
位
場

の
と
こ
ろ
と
聞
い
て
い
た
か
ら
。

「
あ
あ
、
あ
の
川
の
横
の
彫
刻
み
た
い
な
、
で
こ
ぽ
こ
し
た
岩

ね
。
あ
そ
こ
で
や
ん
の
ん
？
な
あ
ん
や
、
も
っ
と
本
格
的
な
山

で
や
る
ん
か
と
思
っ
て
た
。
あ
そ
こ
や
っ
た
ら
下
か
ら
上
ま
で
、

も
の
の
一
分
も
か
か
ら
へ
ん
の
と
違
う
？
尾

も
の
の
一
分
ど
こ
ろ
か
、
一
メ
ー
ト
ル
は
い
上
る
の
に
も
の
の

五
分
は
た
っ
ぷ
り
か
か
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
を
そ
の
時
は
つ
ゆ
知

ら
ず
、
ま
あ
、
ず
い
分
大
き
な
口
を
た
た
き
、
実
に
さ
っ
そ
う
と

出
か
け
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

あ
の
例
の
岩
の
後
に
は
、
ず
い
分
と
立
派
な
建
物
が
あ
り
、
看

板
に
日
く
「
神
戸
登
山
研
修
所
」
中
に
入
る
と
、
こ
の
登
山
研
修

所
の
所
長
で
あ
り
、
県
山
岳
連
盟
副
会
長
の
前
田
浩
さ
ん
と
、
何

故
か
長
島
市
民
局
長
が
待
つ
て
ら
し
た
。
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ど
う
や
っ
て
、

「
ネ
エ
、
こ
の
シ
ャ
シ
も
ち
ょ
っ
と
い
い
じ
ゃ
な
い
、
ヨ
ー
シ
今

年
の
冬
は
こ
ん
な
格
好
し
て
み
よ
う
か
な
あ
。
こ
の
ザ
イ
ル
を
腰

に
く
る
り
と
ま
わ
し
て
、
ひ
よ
い
ひ
ょ
い
と
降
り
ち
ゃ
お
う
」

な
ど
と
は
し
ゃ
い
で
い
る
女
に
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
Ａ
Ｂ

Ｃ
を
教
え
よ
う
か
と
思
案
投
首
の
有
様
。
ま
あ
と
り
あ
え
ず
下
に

お
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
岩
の
横
手
の
梯
子
段
を
と

ん
と
ん
と
お
り
た
。
そ
こ
ま
で
は
実
に
快
適
に
物
事
は
進
ん
だ
。

そ
そ
り
立
つ
岩
の
下
か
ら
、
上
ま
で
見
上
げ
た
時
に
も
ま
だ
事
態

の
重
大
さ
を
認
識
し
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。

『
と
り
あ
え
ず
岩
登
り
の
基
本
で
あ
る
「
三
点
確
保
」
か
ら
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
つ
ま
り
両
手
両
足
で
四
点
、
動
く
時
に
は
必
ず

一
点
だ
け
を
移
動
さ
せ
て
、
あ
と
の
三
点
、
両
手
と
片
足
．
又
は

両
足
と
片
手
は
岩
場
に
き
っ
ち
り
と
確
保
さ
れ
て
い
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
で
す
よ
』

松
本
サ
ン
は
、
や
さ
し
く
わ
か
り
や
す
く
こ
う
説
明
し
て
く
だ

さ
る
。
い
く
ら
素
人
だ
っ
て
そ
れ
位
の
理
屈
は
わ
か
る
。
誰
が
、

岩
を
登
る
の
に
両
足
離
し
た
り
、
両
手
を
離
し
て
電
線
音
頭
な
ど

踊
る
も
の
か
。
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
の
一
言
で
手
ご
ろ
な
足
場
を

諏
訪
ち
ゃ
ん
、
は
や
く
登
っ
て
お
い
で
ヨ
。

嘩

､

闇

；

用
意
し
て
く
さ
っ
た
登
山
装
束
に
着
替
え
る
。
靴
が
や
や
大
き

め
。
靴
下
二
枚
、
そ
れ
も
ぶ
厚
い
毛
糸
の
も
の
を
は
い
て
調
節
す

る
。膝

下
で
き
ゅ
つ
と
締
め
る
、
ニ
ッ
カ
ー
ボ
ッ
カ
ー
な
る
半
ズ
ボ

ン
、
は
い
て
み
れ
ば
、
こ
れ
又
き
わ
め
て
動
き
や
す
く
、
そ
れ
に

割
に
カ
ッ
コ
い
い
。

先
の
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
じ
や
な
い
、
云
々
の
意
見
を
や
や

引
っ
込
め
か
け
た
け
ど
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
着
手
の
良
さ
の
問
題

だ
と
い
う
考
え
が
頭
に
ひ
ら
め
き
、
や
め
た
。

さ
っ
き
か
ら
、
着
慣
れ
た
登
山
ス
タ
イ
ル
の
男
性
が
三
人
、
部

屋
を
出
た
り
入
っ
た
り
、
ロ
ー
プ
（
ザ
イ
ル
と
言
う
べ
き
だ
な
、

ウ
ン
ノ
．
）
を
巻
い
た
り
、
へ
ん
て
こ
な
金
具
を
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
さ

せ
て
い
る
。
私
の
他
に
も
、
今
日
練
習
す
る
人
が
い
る
ん
だ
な
あ

そ
れ
と
も
、
六
甲
か
ど
こ
か
に
行
っ
て
い
て
、
今
帰
っ
て
来
た
の

か
し
ら
と
、
ぼ
ん
や
り
な
が
め
て
い
た
ら
、
な
ん
と
な
ん
と
、
本

日
の
私
め
の
指
導
員
の
方
々
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
二
年
前

の
、
兵
庫
県
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の
副
隊
長
で
あ
り
、
登

筆
隊
長
で
も
あ
っ
た
松
本
武
彦
サ
ン
、
同
じ
く
副
隊
長
の
岡
田
和

●
●

泰
サ
ン
、
と
し
て
諏
訪
靖
一
一
サ
ン
・
い
づ
れ
劣
ら
ぬ
山
男
の
モ
サ
。

絶
景
か
な
、
神
戸
の
街
が
一
望
。

騒蕊

：蕊
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み
つ
け
て
、
両
足
の
っ
け
、
さ
あ
、
上
ま
で
、
ひ
よ
い
ひ
ょ
い
と

登
り
ま
し
ょ
う
、
と
思
っ
た
途
端
、
ま
る
で
金
練
り
に
で
も
あ
っ

た
よ
う
に
手
も
足
も
動
か
な
い
。
足
が
か
り
（
ホ
ー
ル
ド
）
が
ま

る
で
足
の
親
指
の
先
つ
ぼ
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
み
た
い
で
、
ど

ち
ら
か
の
足
を
少
し
で
も
動
か
し
た
な
ら
た
ち
ま
ち
ず
る
ず
る
つ

と
下
ま
で
お
ち
そ
う
な
感
じ
な
の
だ
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
地
面
が

い
つ
で
も
飛
び
お
り
ら
れ
る
所
に
あ
る
う
ち
は
心
の
ど
こ
か
に
安

心
感
が
あ
っ
た
も
の
だ
け
ど
、
そ
の
平
均
斜
度
七
○
度
な
る
崖
を

ひ
た
す
ら
上
を
み
つ
め
て
、
ど
こ
に
手
を
置
い
て
ど
っ
ち
の
足
を

動
か
し
た
ら
よ
か
ん
く
え
と
、
頭
の
中
を
ふ
る
回
転
さ
せ
て
考
え

考
え
、
五
メ
ー
ト
ル
程
の
所
に
あ
る
岩
の
で
っ
ば
り
の
上
ま
で
た

ど
り
つ
い
た
時
に
ゃ
あ
冷
汗
ど
っ
さ
り
で
ホ
ン
ト
ー
一
家
に
帰
ろ
う

か
と
思
っ
た
。
松
本
サ
ン
は
実
に
身
軽
に
登
っ
て
い
く
。
や
が
て

頂
上
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
位
の
所
か
ら
私
好
み
の
紫
色
の
ザ
イ
ル
が

す
る
す
る
と
お
り
て
来
て
、
私
の
お
尻
さ
さ
え
み
た
い
な
感
じ
で

後
か
ら
登
っ
て
来
た
諏
訪
さ
ん
が
、
私
の
腰
に
つ
け
た
カ
ラ
ビ
ナ

と
い
う
鉄
の
輪
に
通
し
て
、
自
分
の
腰
に
も
通
し
た
。
サ
ア
、
こ

れ
で
一
蓮
た
く
生
。
う
か
つ
に
ハ
ー
ケ
ン
に
指
を
通
す
と
、
そ
ん

な
事
を
し
た
ら
指
が
ち
ぎ
れ
ま
す
と
お
ど
か
さ
れ
、
ザ
イ
ル
の
握

真
剣
そ
の
も
の
。
ひ
と
つ
ま
ち
が
え
ば
宙
ぶ
ら
り
ん
だ
も
ん
ね
。

り
方
が
悪
い
と
ど
や
さ
れ
、
な
ん
と
か
上
ま
で
着
い
た
け
ど
、
二

十
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
崖
が
実
に
百
メ
ー
ト
ル
に
も
思
わ
れ
た
。

こ
れ
で
終
り
か
と
思
い
き
や
あ
、
今
度
は
降
り
ま
し
ょ
、
と
あ

っ
さ
り
言
わ
れ
る
。
ザ
イ
ル
肩
か
ら
な
な
め
に
か
け
て
、
腰
で
調

子
を
取
り
な
が
ら
足
を
曲
げ
た
り
岩
に
へ
ば
り
つ
い
た
り
は
決
し

て
せ
ず
、
角
度
も
四
五
度
か
ら
五
十
度
に
保
ち
…
…
絶
対
落
ち
た

り
は
し
ま
せ
ん
か
ら
安
心
し
て
降
り
て
下
さ
い
、
：
。
…
い
く
ら
言

わ
れ
て
も
こ
れ
は
恐
か
っ
た
よ
お
、
ホ
ン
ト
。
途
中
で
二
度
程
ザ

イ
ル
に
し
が
み
つ
い
て
ぶ
ら
ん
ぶ
ら
ん
。
理
屈
で
は
い
く
ら
わ
か

っ
て
い
て
も
、
な
ん
と
身
体
の
、
特
に
足
の
言
う
事
を
き
か
な
い

こ
と
か
。
け
ど
無
事
下
ま
で
お
り
た
ら
、
長
島
局
長
も
前
田
所
長

も
三
人
の
先
生
方
も
み
－
ん
な
、
初
め
て
に
し
た
ら
ず
い
分
上
手

く
い
っ
た
と
ほ
め
て
く
だ
さ
っ
た
。

あ
と
の
ビ
ー
ル
の
お
い
し
か
っ
た
事
。

も
う
こ
れ
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
位
登
れ
る
か
な
？

指
導
／
長
島
隆
八
神
戸
市
市
民
局
長
Ｖ

前
田
浩
Ａ
神
戸
登
山
研
修
所
所
長
、
県
山
岳
連
盟
副
会
長
Ｖ

松
本
武
彦
・
諏
訪
靖
二
・
岡
田
和
泰

協
力
／
神
戸
登
山
研
修
所
・
ガ
イ
ド
の
小
屋

や
っ
と
降
り
れ
た
。
あ
あ
．
…
・
・
あ
あ
．
．
…
・
し
ん
ど
。

１
７１
１
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９

サ
ン
ロ
イ
ャ
ル
神
戸

華
や
か
に
オ
ー
プ
ン

１
７２
１

口話題のひろば
Ｉ

ひ
と
味
違
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン

み
つ
め
ら
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
回
廊

左上は７Ｆのミキモト左下はベニー毛皮店も右上はサンロイヤルのオープンカット風最
右下はブティック武生の西田武生さん（７Ｆ）

″
み
つ
め
ら
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
回
廊
″

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、
さ
ん

プ
ラ
ザ
の
６
Ｆ
、
７
Ｆ
、
８
Ｆ
、
９

Ｆ
、
ｍ
Ｆ
に
「
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
神
戸
」

（
生
田
区
三
宮
町
一
丁
目
さ
ん
プ
ラ
ザ

内
密
弧
１
３
７
４
６
）
が
、
４
月
犯
日

に
新
し
い
三
宮
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー

ン
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

６
Ｆ
の
、
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ

ウ
ン
は
、
東
京
の
探
検
島
を
初
め
と
す

る
ヤ
ン
グ
も
の
子
供
も
の
。
話
題
を
集

め
る
７
Ｆ
は
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ト
リ
ー
ト
で
、
何
と
い
っ
て
も
細
野

久
、
君
島
一
郎
、
西
田
武
生
の
ク
チ
ュ

ー
ル
三
人
男
が
そ
ろ
っ
た
の
は
日
本
で

も
初
め
て
。
ま
だ
森
英
恵
も
出
店
す
る

と
い
う
噂
も
あ
り
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー

ル
フ
ァ
ン
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

が
楽
し
み
。
真
珠
の
ミ
キ
モ
ト
、
毛
皮

の
ペ
ニ
ー
、
カ
ネ
ボ
ウ
、
靴
の
ク
ロ
ス

な
ど
地
元
勢
も
そ
ろ
い
、
お
し
ゃ
れ
な

ア
ダ
ル
ト
族
が
通
る
。
８
Ｆ
は
東
京
銀

座
英
国
屋
を
初
め
と
す
る
銀
座
ロ
イ
ヤ

ル
東
京
で
、
か
え
っ
て
東
京
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

な
の
が
面
白
い
。
９
Ｆ
に
は
催
会
場
も

あ
り
、
、
Ｆ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ

ア
ベ
ニ
ュ
ー
で
は
、
目
下
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
バ
ン
ド
が
催
広
場
で
演
奏
中
。
京
都

の
下
鴨
茶
寮
が
女
性
好
み
で
、
こ
こ
に

食
べ
も
の
や
と
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
が
集
ま

り
、
ミ
ニ
ミ
ニ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン

も
、
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
嘉
屋
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
の
ベ
ニ
ー
な
ど
が
穴
ぐ

ら
風
に
あ
っ
て
意
外
性
が
な
に
よ
り
。
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口話題のひろば
Ⅱ

東
急
日
本
橋
出
店

皿
周
年
謝
恩
セ
ー
ル

１
７３
１

こ
の
６
月
加
日
ｌ
妬
日
ま
で
、
東
京

の
東
急
百
貨
店
の
日
本
橋
店
に
出
店
し

て
い
る
神
戸
の
専
門
店
グ
ル
ー
プ
が
、

、
周
年
を
迎
え
謝
恩
セ
ー
ル
を
開
く
。

ネ
ク
ネ
イ
の
元
町
バ
ザ
ー
、
欧
風
家

具
の
永
田
良
介
商
店
、
紳
士
シ
ャ
ツ
の

神
戸
シ
ャ
ツ
、
靴
の
ヨ
シ
オ
カ
、
紳
士

服
飾
の
ウ
ネ
、
婦
人
服
飾
の
セ
リ
ザ
ワ

ベ
ニ
ヤ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
婦
人
服
飾

の
芸
夢
、
和
服
の
ち
ん
が
ら
屋
な
ど
、

神
戸
の
有
名
専
門
店
９
店
。

加
年
前
、
東
京
に
初
め
て
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
ハ
イ
カ
ラ
性
を
紹
介
し
て

神
戸
ブ
ー
ム
を
ま
き
起
し
、
続
い
て
パ

ル
コ
の
神
戸
ダ
ウ
ン
や
、
東
急
百
貨
店

の
渋
谷
店
吉
祥
寺
店
な
ど
に
も
神
戸
グ

ル
ー
プ
の
階
が
で
き
て
、
そ
の
端
を
発

し
た
メ
ン
バ
ー
だ
。
加
年
前
、
本
誌
で

も
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
神
戸
ｌ
東
京

間
を
２
台
の
車
で
東
海
道
五
十
三
次
と

し
ゃ
れ
こ
ん
で
お
上
り
さ
ん
と
な
り
オ

ー
プ
ン
に
か
け
つ
け
た
。

加
年
を
経
て
、
東
京
で
の
神
戸
フ
ァ

ン
も
着
実
に
つ
か
ん
で
後
に
サ
ノ
ヘ
も

加
わ
っ
て
今
や
落
ち
つ
い
た
ム
ー
ド
。

出
店
謝
恩
セ
ー
ル
は
神
戸
ら
し
い
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
で
、
神
戸
の
専
門
店
に
ふ

さ
わ
し
い
催
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
。

サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
に
東
京
銀
座
ダ
ウ
ン

が
で
き
る
昨
今
。
こ
の
神
戸
Ｉ
東
京
の

専
門
店
の
交
流
は
、
今
後
ど
ん
な
展
開

を
み
せ
る
か
、
興
味
深
い
。
永
田
良
一

郎
さ
ん
は
「
十
年
を
迎
え
て
こ
れ
か
ら

が
勝
負
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

上は東急百貨店日本橋店ＫＯＢＥグループの店長さんたち。左下は神戸シャツ、芸夢、ラネ、ヨシオカ、元町バザーの
社長さんたち。東京日本店玄関です。

あ
れ
か
ら
加
年
：
…
．

ハ
イ
カ
ラ
神
戸
の
有
名
専
門
店
九
店
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